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ナウブソ博士ゆかりの人と所をたずねて

v.フランクフノレト

山下界i)

1.ナウマン博士に関する従来の情報

ナウマン博士の名は有名であるカミ,その人間像に

関する情報はきわめて少たい.その母いカ㍉たとえ

ほ『岩波西洋人名辞典』(1956)にも,その生没年

は,1850頃一1927頃となっている.

とりわけ,本人と直接接触のあった人による情報

が少ない.そういう意味の直接'1青報で,これまでに

公表されているものを挙げると,古い方から順に次

のとおりである.

ベルツの目記

ベルツ教授(E納nB邑1z)はr…26年間,東京大

学医学部のお雇い教師で…『日本の近代医学の父』

と呼1まれる…｣人である(酒井シヅ,『ベルツの目

記』<岩波文庫>の前書き).来日したのはナウマン

より1年後の,1876年6月7目であったが,生ま

れたのは1849年1月13目であった.だから,ナウ

マン博士より5年8月ほど年上である.その目記

の中には数か所にナウマンの名が出て来る.げれど

も,博士の人物に触れているのは次の2カ所だけ

である.

r1876年6月26目東京･加賀屋敷にて

…また感じbよい,いろいろな同郷人とも知合に

たりましたたとえば教師の,それからネヅト

ｰ氏とナウマン氏(二人とも快活で,気取らず,し

かも大いに才能のある人物です).…｣

r〔1879年〕8月4目(東京)

ナウマンは夢のようだ幸運に恵まれた.かれは日

本地質調査部の長官となり,今回六カ月の休暇でヨ

ｰロッパヘ,部員を雇うために出かげる.それでコ

ノレシェルトは化学技師の地位を,ワグネル親父はお

1)信州大学名誉教授:〒153東京都目黒区青葉台44“

そらく技術顧間の地位をそれぞれ与えられるそう

だ.長官たるナウマン自身は二十五歳である!か

れを隣人から失うことは不本意だ.かれはネットｰ

やバイルと芙に,自分の一番親しい友人件問だっ

た.もっとも,かれとは,その国民経済に関する意

見に不服であるため,大いに争ったものである.げ

れども,これによってわれわれの友情がそこたわれ

ることは無かった.自分は,人格のすぐれた点で,

かれを大いに尊敬していた.お互いの隔たりによ

り,今後の交際が阻まれるようなことは,多分ない

と思う.だがしかし,もしかれが細君を連れて戻っ

て来た場合には?そうたると,われわれの険快な独

身仲間から消えてしまうのだ.…｣

この後,ナウマン博士は9月3目,アメリカの

汽船CityofTokio号で横浜からサンフランシスコ

に向かった.

当時横浜で発行されていた英字通問新聞Japan

Week1yMai1(1879年9月6日号)の記事によると,

この船には前のアメリカ大統領グラント将軍一家や

大森貝塚で知られる亙.S.モｰス教授一家も乗って

いた.ナウマン博士がドイツヘ帰るのに,アメリカ

経由のコｰスを選んだのは,アメリカの地質調査事

業を視察するためであった.

同じ英字新聞の1880年6月19日号によると,そ

の翌年の1880年6月14目,博士はマルセｰユ発の

フランスの汽船yO1ga号で横浜に帰って来た.こ

のときは,ベルツ教授が心配(?)していたとおり,

夫人同伴であった.

横山又次郎教授の記事

先に紹介した｢文芸春秋｣(1928)の記事の中で,

横山教授はナウマン博士の気持ちについて,いるい

キｰワｰド:ナウマン,ベルツ,森鴎外,横山又次郎,佐川栄

次郎,江原真伍,岡田陽一,巨智部(忠承),奈佐

(本多)忠行,竹取物語,かぐや姫
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ろと推測している.たとえば,地質調査所を辞めて

帰国することになった事に関して,

r…以上の事がナウマン先生にとって,如何に悔

しかったかは,察するに余りある.すなわち事業を

創めて,それがやっと緒につかんとするに当たっ

て,いわば風来者〔原田豊吉博士を指す〕のために,

その位置を奪はるるというのであったから,実際遺

恨は骨髄に徹したに違びない.また先生は同時に日

本政府の処置をも怨んだ.かやうなわげであったか

ら,先生がわが国を去る時には,不平がその胸中に

充ち満ちていた.ドレスデンの演説は,即ちその一

爆発に過ぎたかった.｣と書いている.

この文章を丁寧に読めば分かることであるが,こ

れはナウマン博士の気持ちを,横山教授があれこれ

と推測しているのである.ナウマン博士自身がそう

いうことを横山教授またはその他の誰かに話した,

ということでは決してたい.この点は大事たことで

ある.

ナウマン博士の人間像に関する文章には,このよ

うた推測の記事が多いのである.そしてそれが,次

六と請け売りされたりして広まっている.

そういう点については用心する必要があるけれど

も,横山教授の次の文章は,主として事実を述べた

ものと判断される.

r…去る明治42年〔1909年〕に,余が先生をメイ

ン〔マイン〕河畔の居に訪ふた時,余は収入如何と

切り出して見た.すると先生は微笑を漏らして,思

はしくないと答えた.蓋し期待するだけの報酬は貰

べたいという意味らしかった.…〔中略〕

先生は,家庭に於ても,また幸福な人ではたい.

日本にみた際,当時まだ年若であった細君を呼び寄

せると,その細君は忽ち離縁の因をつくった.

それから再度向ふで迎へた細君は早世した.それ

で余がフランクフヲルト〔原文〕で違った時には,

先生は独身で,その妹と,再度の細君(写真1)の遺

した年頃のお嬢さんとの三人で,小さな家庭を作っ

てゐられた.｣

前に紹介したような程追記事を書いた人の文章で

あるから,これも慎重に読む必要がある.実際,

r…細君を呼び寄せると,…｣というのは正確では

たい.事実は新婚の夫人を同伴Lて日本に再来した

のである.しかし,その点を除くと,この文章に

は,特に重大た間違いがあるとは思えない.

写真1ナウマン博士夫人

目本滞在10年の後,ナウマン博士がドイツヘ帰国して

から迎えた妻ヨハンナエルネスティｰネパウポル

トナウマン夫人,FrauJohamaEmestineHaupo1d

Naumam,1869年12月6日生,1895年5月20日没.25歳

のとき,二人の子供を残してミュンヘンで亡くたった.

夫人は家族からヤソカY汕kaと呼ばれていた.手札判く

らいの肖像写真が残っていて,それを基に描かれた全紙

大の肖像画を撮影した.

とはいっても,家庭をつくっていたのは三人でな

くて四人であった.この点は,同じ年,やはりフラ

ンクフルトのナウマン博士を訪間した佐川栄次郎氏

の文によって知ることができる.

佐川栄次郎氏のナウマン博士訪問

佐川栄次郎氏については,江原真伍博士(1960)

が次のように紹介している.

｢日本におけるナウマン博士を記録するに先だち,

前の三井鉱山技師長佐川栄次郎氏に就て少しく述べ

ることにする.佐川氏が地質調査所に技師として務

めた時は,ナウマン氏が帰国して10年位の後であ

ったから先輩からナ氏に就て聞き,その遺品に接

し,ナ氏の足跡を尋ね,ナウマン氏を知る機会が多

かった.

後外遊の際はフランクフノレト･アム･マイン市に

ナ氏を訪へ〔れ〕老嬢〔原文〕を慰め歓談時を移し

た.されば佐川氏のナウマン記録は尤も〔最も〕信

頼さるべきで,これより筆者の記録も専ら佐川氏に

基ずき,其後の新しき研究に就ては自己の者を加味
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することとした.｣

r佐川氏のナウマン記録は最も信頼さるべきで｣

ある,という江原博士の意見については,私も全く

同感である.というのは,これまで見た限り,ナウ

マン博士の論文を最も広く読み,細部にいたるまで

最も正しく理解し,かつ要点を正しく紹介している

のは,佐川氏の文(1936)であるからである｡ただ

し,ここではナウマン博士の人間像に関する所だけ

を紹介する.

｢〔ナウマン〕氏は1885年帰国後,暫時ミュンヘ

ン大学助教授と〔を〕していたカミ,その後はマイン

河畔のフランクフルト市を永住の地とし,世界的た

鉱山会社たるメタノレ社,後には他の鉱山会社に関係

していた.その間において氏が試みたる大旅行はバ

グダッド鉄道に関する資源調査(1890年),黒海地

方の石炭調査(1893),メキシコ国鉱床調査(1897)

であって,その土産として小アジア北部山脈の対的

構造説,メキシコ西部山脈は大洋側より押されて出

来たとする説がある.その他,北部アフリカ,南東

欧州等広く旅行した.

写真2ナウマン博士の遺品,香魔

ナウマン博士が,日本の美術･工芸にも通じていたこ

とは,これを佐川栄次郎氏が書き記している.この写真

は,後でD.ナウマン氏カミ送って下さったもので,原図は

四つ切り大のカラｰ陽画である.現物は見ていないカミ,

多分銅製品であろう.

1992年7月号

氏は中年後において,回顧して自分の日本行は一

生を決したといっているが,日本において始めて応

用上の問題に触れ,自然に終生応用地質家に進んだ

経路を言ったものと思われる.〔中略〕

氏は達筆であった.日本の地質地理に関する論文

は二十種に上るが,最も重要たる著書｢日本群島構

造反生成論｣のごとき,豪壮たる文体のうちに,麗

句を点綴せる,宛然目本風景論とも見え,時には熊

狩の話が飛び出す等,地質論としては実に異例の書

である.1893年に出版せるr金色からエウフラテ

スまで』という旅行記は好評を博し,忽にして売切

とだったといわれる.氏は音楽に長じ,また日本の

銅器(写真2,3)･象牙･彫刻･木版･漆器の蒐集お

よび鑑識は,郷国において重きをなしていた.

氏は1927年2月1日,フランクフルト市におい

て七十四歳〔数え年,満年では72歳3月20目〕で没

した.氏の友人の記するところによれば,晩年は病

に悩まされながら,生来の勤勉と明朗を失わなかっ

たとある.

氏が比較的長く逗留していた土佐のある地方に

は,揮毫を求めらるるままに,ドイツの詩人の句を

写真3ナウマン博士の遺品,壷

左の香嬢と同じで,D.ナウマン氏の提供.光の当て方

を見ても素人の撮影でたいことが分かるが,写真の専門

家であるD.ナウマン氏のご子息の撮影によるものであ

る.�
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写真4タウヌス山脈の見える新式のアパｰト

佐川栄次郎氏は,1909年にフランクフルト･アム･マ

インに住んでいたナウマン博士をたずねた.博士が55歳

くらいのときである.クレッテソベルク通り13番で,市

の中心からいうと北東都の閑静な住宅街である.あたり

全体が似たようだ欠きた建物であるから,地上からでは

タウヌス山脈は見えたかった.

毛筆にて書いたものが残っている.佐川町のある宿

屋にはこれが額になっていた.その下に私は化石採

集家の外山橋氏のrノｰマン先生』につき語るを聞

いたのであった.こ'の事を私はナ氏に話したら笑っ

ていたづらをしたと言った宙

この自称いたづらは頽当在もので,氏は東京の役

所においてピストルを身に蔵していたこともあった

話が残っている.こんなことが氏の気力旺盛熱烈の

人となりの一端を示すものであるカミ,…〔中略〕

1909年苧私はフランクフルトにナ氏を尋ねて懸

慈なる待遇を受けた.当時氏はテノレスという鉱山会

社に勤めていて,そこで技師長格の職務にあって,

時々旅行もなし,忙しいというた.…氏ば軽快なる

青年の次男に市中を案内させた後,宅へ招待した.

氏は郊外のタウヌス山脈を眺める景色のよい新式の

アパｰト(写真4)に,次男のほかに画に長ずるとい

う少女と妹と共に住んでいた.夫人は先年没し,長

男はドレスデン市工業大学の土木科の助手をしてい

た.

氏はいろいろな談話の中に秩父三峰山登山口の蟄

川の風景を挙げて絶賛した1諸種の日本風景に接触

した氏が何故に特にこれを推挙したか.…〔中略〕

その後このことを巨智部博士に話したら,その賀

川につきては面白い事があるとて語った.

『ある年,地質見学のためナウマン氏に引率せら

れた地質及採鉱の学生数名は荒川に沿うて秩父盆地

に入った.その時,私〔巨智部〕は河床に砂金を噛

んだ礫を発見して,ナウマン氏に責められた事等あ

って,進んで賀川橋畔の宿屋に泊った.始めて洋人

の珍客を見た人々の驚きは多大であったが,宿の女

主人は私〔巨智部〕に耳語して言うには,｢あんた

立派た人がこの世にあろうとは思わなんだ｣とてい

かにも感激していた.』

青春に溢れたる白人の透徹清澄なる色彩は花の緒

とでも見えたであろうその人も,私の遇ったときは

痩型の光頭の好々爺となっていた.…｣

ナウマン博士の孫に会うためドイツヘ向かったと

き,私の頭の中にあった予備知識は上述のようなも

のであった.

2.博士の孫,D.ナウマン氏と皿｡ライアｰ

夫人の談話

面会の場所と目時

ナウマン博士の孫にあたるお二人に面会し,その

話をうかがい,またナウマン博‡の数六の遺品を見

せていただいたのは,1990年10月12目10時～12時

30分のことで,場所はフランクフルト･アム･マ

インのライアｰ夫妻のお宅であった(写真5).質間

の項目については,あらかじめ筆者と東平氏とで整

写真§ナヴマソ夫妻主ライアｰ夫妻

左の二人がD･ナウマン夫妻,すなわちナウマン博士の

次男の長男とその夫人.右の二人がライアｰ夫妻で,夫

人はナウマン博士の長女の長女である.皆さん,どたた

も大変大柄であるから,真ん中の男(筆者)カミ小さく見え

る･この男は,この年頃の日本人としては決して小さい

方ではない身長164cmであるが,高緯度のせいでいくら

か縮んでいたのかもしれたい.

地質ニュｰス455号�
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理し,直接には東平氏が質問し,西本夫人が通訳に

あたった.この会談はテレビカメラに録画録音され

た.

ナウマン博士の両親ときょうだい

父ドラウゴットハイソリッピナウマン

�慵杯��楮物捨�畭�

1823年12月15日生,1890年1月5日没.したが

って,亡くたったとき65歳,ナウマン博士が35歳

のときであった.

職業はマイセン市のAmtbaumeisterであった･

Amtは公職,Bauは建築または建設,Meisterは

組織の長である.

したがって,和訳すればマイセン市の建設局長と

か建設部長,あるいは建築技師長といったようたこ

とになるであろう.

母ヴィノレヘルミｰネエノレネスディｰネ

Wi1he1mineEmestine,旧姓はホック(Boc革)

1828年生,1889年没.したがって,亡くなった

ときは61歳,ナウマン博士カミ34歳のときであった.

きょうだい手書きの家系図のようなものがあっ

た.それには生年月目が書いてないので,断定する

ことはできないが,書いてある順序から推定する

と,姉一人の次カミエドムソト,その下に5人の妹

があった.

なお,後で紹介する墓碑銘によると,下の妹二人

は,

ケルトルｰトGertru-d,1868-1964

マリｰMarie,1870-1949

である.したがって,ケルトノレｰトはナウマン博士

より14歳,マリｰは16歳の年下である一

ナウマン博士の妻先に述べたように,1879年9

月3日,横浜からドイツヘ向かったとき,ナウマ

ン博士は独身であった.翌年6月14日,再び日本

にやって来たとき,彼は夫人同伴であった.この夫

人はやがて一子をもうけた.しかし,その後離縁に

なった.このことについて横山教授はr…その細君

は忽ち離縁の因をつくった.…｣と書いている一こ

の問題に関する若干の資料が,キッパｰス氏を通じ

て私の手元にある.げれども,これについてはたお

関係資料を探索･確認する予定があって,まだ完了

していない.いずれにしても,この段階では,佐川

氏のr長男はドレスデン市工業大学の土木科の助手

をしていた｣という文によって,この子供が男子で

1992年7月号

あったことが推定できるだげであった.

また,先に少し触れたミュンヘン大学の人事資料

のうちに,身上書といったようなものがあって,そ

の中の家族欄にはr男児1人,離婚せり｣と書い

てある.この文書には目付がないが,多分,1887

年にミュンヘン大学の私講師になったときに提出さ

れたものであろう.

さて,D.ナウマン氏とE.ライアｰ夫人の談話に

戻ると,

E.ナウマン博士の二度めの妻は,

ヨハンナエノレネスティｰネパウポルト

��湮���瑩��異漱�

で,ヤソカYankaと呼ばれていた.

この夫人は1869年12月6日生,1895年5月20日

没.したがって,ナウマン博士とは15歳の差で,

亡くたったのは25歳5月,そのときナウマン博士

は40歳であった.この夫人が亡くなったのはミュ

ンヘンにおいてであったから,そのお墓はミュンヘ

ンにあるという.以後ナウマン博士は終生独身であ

った.

ナウマン博士の子供

ナウマン博士とこの夫人との問には二人の子供カミ

あった.すなわち,次男は,

ロナルドカノレルエドムソトナウマン

副��������畭�

また,長女は,

ヒルデマリアヤソカナウマン

��敍�楡奡湫慎慵��

である.すたわち,佐川氏が｢軽快なる青年の次男｣

ならびにr画に長ずるという少女｣と呼んだ二人で

ある.

なお,この二人の母,すたわちナウマン博士の二一

度めの夫人は若くして亡くなり,一方博士は長期の

出張が多く留守がちであったので,この二人は博士

の末の妹,いいかえると二人の叔母にあたるマリｰ

に養育された.この叔母のことを二人はrリｰ叔母

さん｣(TanteRie)と呼んでいた.

ライアｰ夫人とナウマン氏の談話

エディットライアｰ夫人(FrauEdithLeier)は,

ナウマン博士の長女,すたわちヒルデマリアヤ

ソカの長女である.夫君のライアｰ氏はフランクフ

ルトの音楽学校の教授で,夫妻はフランクフルトに

住んでいる.その夫人は,博士の思い出として次の�
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ように語った.

r祖父〔ナウマン博士〕は私が3歳のときに亡く

たった.一緒に暮らしていたわけではないが,いつ

もポケットに真っ赤た林檎を入れていて,それを呉

れたことを覚えている.｣

ディｰタｰナウマン氏(HerrDieterNaumam,

Dip1.一Ing.)は,ナウマン博士の次男,すなわちロナ

ルドカルルエドムソトナウマンの長男で,バ

イエルン内務省最高建築局(0bersteBaubehδrde

imBayerischenStaatsministeriumdesInnem)の部

長(Ministeria1rat)の職にある.氏は次のように語

った.

r父は,私が6歳のとき戦争で亡くなった.だか

ら,父から祖父のことを聞いたことはない.自分

も,子供のころ地質学に興味をもったことがあった

が,現在は建築関係の公務員となっている.｣と.

氏は1936年生まれということであったから,そ

の父君が亡くたったのは1942年頃のこととたる.

なお,お二人の話によると,ナウマン博士はきょ

うだいたちから大変尊敬されていた.何でもよくで

きたからである,と.ナウマン博士は日本語につい

てはどうであったカ㍉という質問に対しては,日本

語に堪能であったし,また,語学が達者で,7～8

カ国語カミできたという返事であった.ナウマン博士

の長男のことについては,その名がライノルト

Reino1dということ以外は不明である.

ナウマン博士の遺品

この目,見せていただいたナウマン博士の遺品は

次のようなものであった.

1.ノｰト.A4あるいはB5くらいの大きさ

で,厚さ2cmくらいの製本したノｰト.

初めの30ぺ一ジほどに記入がある.その内

容の一部については,下に紹介する.

2.単行本r金色からユｰフラテスの源流まで』

3.オペラの台本,Gδtter地nken(本誌,446号

〔1991年10月〕にその表紙の部分を紹介し

た.)

4.アノレトアチムｰト(写真6)

5.アネロイド気圧計(写真7)

6.分割器(製図用のディヴアイダｰで折り畳み

式)

7.カンテラ.高さ15cmほどで,腰に吊り下

げるようにたっている.(写真8)

写真6ナウマン博士の遺品,アルトアチムｰト

ナウマン博士の論文に出て来る幻tazi血uthである.望

遠鏡と全円分度器という組み合わせから分かるように,

仰角･偏角を測る計器である.仰角から山の高さを算出

したとは,今から見ると呆れるようたことであろうが,

それカミ必要であり,かつ役に立った,ということカミ,当

時の調査の苦労を表している.地質ニュｰス337号〔地質

調査所創立100周年記念号,1982〕の表紙とその説明(礎山

功氏)を参照されたい.写真はD.ナウマン氏の提供で,

四つ切り大.

写真7ナウマン博士の遺品,アネロイド気圧計(高度

計).写真はD.ナウマン氏の提供･

�

�

��

��

��

��

��

携帯用のコｰヒｰ沸かし(写真8)

チェスの道具一式

東洋風のナイフとフォｰク,教組.ただし,

これは日本製とは思えない.

刀の鍔

水彩画,3点.縦15cmx横30cmくらい.

このほかにも多数があるとういう.

写真数葉

ナウマン博士夫人(JohamaEmestine)の写

真(手札くらい),およびそれを基にした肖

像画(写真1)

地質ニュｰス455号�
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写真8ナウマン博士の遺品さまざま

手前の二つの金属製品のうち,左側はコｰヒｰ沸かし｡

右側はカンテラ,すなわち携帯用のランプ

15.博士号の学位記

このほかに,今回フランクフルトヘは持参したか

ったげれども,1ぶりの日本刀がある.またきわめ

て貴重な日本画が2点あったが,懇望されて他に

.譲ったということであった.さらに,アノレトアチム

ｰトとアネロイド気圧計,ならびに銅製と思われる

壷と香嬢について,後で四つ切り大の写真を送って

頂いた.

また,1のノｰトの内容は35mmの写真スライ

ドを,オペラの台本については電子コピｰを送って

いただいた.

ノｰトの内容の詳細は別に紹介する予定である.

その内容は日本各地の地質に関するメモである.所

川こ地質断面図などのスケッチが含まれている･野

帳というよりは,論文執筆のための覚え書きといっ

たようたもので,最後の7ぺ一ジは次の英文論文

の抜粋である.

T.Honda,Repo廿｡ntheGeo1ogica1Surveyofthe

�癩��潦卡歡睡�牡��愬��

これは,徳田貞一:東京帝国大学地質学教室卒業

論文及進級論文付索引回(地質学雑誌,23巻,90-

95.1916)の中にあるr12奈佐(本多)･･土佐六川村

地方｣のことであるに違いない.奈佐(本多)忠行氏

は明治18年(1885),すたわちナウマン博士がドイ

ツヘ帰った年に東大地質を卒業した人である.

このメモは1890年の論文｢四国山地の地質｣に

利用されていて,その中では,佐川の地質に関する

記述の中にHOndaという名が数回出て来る.

この論文は1892年,山上萬次郎氏によって和訳

1992年7月号

されている(地学雑誌,4集,41～46巻)が,その中

では本多でなくて奈佐という名になっている.

タウヌス山脈の見える家

会談の後,ナウマン博士がかつて住んでいた家を

見に行った.クレッテソベルク通り13番(K1etten-

bergStra玉e13)で,1909年に佐川氏が訪間した“タ

ウヌス山脈を眺める景色のよい新式のアパｰト"(写

真4)である.市の中央駅を基準にすると北北東に

やく3kmの地域で,閑静た住宅街である.もちろ

ん外から眺めただげであるが,あたり全部が4階

建くらいの欠きた住宅であるから,残念ながら路上

からはタウヌス山脈は見えなかった一

ちなみに,タウヌス山脈はフランクフルト市のす

ぐ北にあって,ライン山地の南縁にあたり,デボン

系の分布している所である.

ナウマン博士の墓

ナウマン博士の墓は,フランクフルト市の中央墓

地(Hauptfriedhof)にある.中央駅からいうと,北

北東に約4kmの所で,その敷地は南北1kmあま

り,東西0.6～O.7kmの,やや不観則な長方形の地

域である.西側のエッケソハイム通り(Eckenheim-

erLandstraムe)という電車も通っている大きな道路

に面して正門カミあり,またその前に駐車場がある.

この門を入って左手の建物の前を通り,そこから北

東に向かう放射状の道をたどる.途中にモニュメン

トのある小さな円形広場があって,それを過ぎて二

つめ(?)くらいの環状道路に差しかかるあたり,右側

の木陰に博士の墓がある(写真9).正門から数百メ

ｰトルであろうか.博士の墓にお語りしたい人は,

墓地入り口付近にある管理事務所で聞げば教えてく

れるだろう.

墓石は水平に置かれ,黒御影といった感じである

(写真10).

3.おわりに

以上,今回のドイツ訪問によって得たナウマン博

士に関する情報をできるだけ詳細に紹介したつもり

である.そこで最後に,感想めいたことを二三付け

加えて,まとめに替えることとする.

ナウマン博士は日本語ができた､

外国人には日本語が分かるはずはない?ナウマン

博士の論文の多くはドイツ語,一部は英語で書いて�
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写真9ナウマン博士の墓,その1

日本の共同墓地では,いちめん石塔(墓石)の林である

が,ドイツの墓地は一見したところ森林公園のようにた

っていて,その小暗い森陰に,墓石が大抵は水平に設置

されている.立っている二人はナウマン博士の孫の,D.

ナウマン氏とE.ライアｰ夫人.

写真10ナウマン博士の墓,その2

墓石は水平に置かれ,その面は地面から10cmほど高

くたっている.大きさは目測で1.2m×O.8mくらい､石

坂がついているので岩石の鑑定は無理であるが,黒御影

といった感じである.墓碑銘は,

�敲�桴���漱�攣��摭�摎慵�湮�

早1854-1927①.MarieNaumam,1870-1949.Gertmd

�畭慮測�����

Geo1ogeの両側に#で示したのは,活字で表すことので

きたい花紋様のような記号.また,9は生誕を,①は死

亡を表す.日本文にすれば次のようにたる.

ここに休らうは『地質家』エドムントナウマン博士,

1854生一1927投.マリｰナウマン,1870-1949.ケルト

ルｰトナウマン,1868-1964.すたわち,下の妹二人

も,ここに埋葬されている.

あるが,その他に,日本語で書いた数編の論文や建

議文がある.論文は鉱山や地下水等に関するもの

で,建議文とともに,当然,博士が書いた原文を日

本人の誰かが和訳したものと推定されている.

一方,火山や地震に関する論文には,多数の日本

の古い書物から噴火や地震災害の記録が集められて

いる(山下,1990).これについてもまた,当然目

本人の誰かが資料をドイツ語または英謝こ翻訳して

提供した,と筆者も推定していた.げれどもよく考

えてみると,この推定には確かな根拠があるわけで

はない.むしろ,｢外国人には日本語が分かるはず

はない｣という先入観が,このような推測をもたら

したという心配がある.そしていま,博士の二人の

孫の口から,｢博士は日本語が堪能であった.外国

語が7～8カ国語もできた｣ということを聞いた以

上は,この問題も慎重に再検討する必要がある.そ

こで,現在分かっていることを基に,博士の日本語

能力を検討してみると,次のようなことになる.

ナウマン博士の書博士の日本語能力を探る手掛か

りの第一は,彼が自分で書いたことが明白な日本語

の文書である.その唯一のものは,江原真伍博士が

紹介しているもので,ナウマン博士が高知県領石の

医師大塚氏に与えたものである.江原論文の写真が

鮮明でない一一筆者所有のコピｰについてため

よく読めないが,その下にある江原博士の説明文に

よると,毛筆で,上にドイツ語で``Wissenmacht

来�桲����瑤慳���慣桴��楳���

Weise",その下に漢字で｢学専見聞知博経験｣と

書いてある.これについて江原博士はr独逸語の金

言は元よりナ氏の書であるが,漢字の方は幼稚な書

法より見て,同じくナウマン氏の書いたものと思わ

れる｣といっている.

書法が幼稚であるかどうかはともかく,その字体

は草書である.その崩し方には疑問があるが,曲が

りなりにも,このように崩した書き方ができたとい

うことは,日本文を書くことについてかなりの経験

があったということを物語っている.それに,ドイ

ツ語の金言をこのような日本文(漢文?)に訳するに

は,相当な力がなくてはできないことである.

日本語についてのナウマン博士の意見1887年の

r日本の自然地理,および日本人についての短評｣

という論文の中に次のような記述がある.

｢〔日本の〕進歩を妨げている大きな障害の一つは

中国語への依存である.話し言葉だけは日本語であ

るが,その中においてすら,中国語の単語を使用す

ることが教養の証しと見なされている.公文書,学

地質ニュｰス455号�
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価書,新聞などは,すべて中国語と日本語との混合

物で書かれている.もう一つ,中国語とはまったく

独立の,びらがなと呼ばれる書き方があって,これ

は主として婦人に使用されている.かたかなとして

知られているもう一つの書き方は表音文字の体系

で,主として中国語と組み合わせて用いられる.こ

れらの文字の数は大変なものである.

もし貴君が日本人に,地図にある町や山の名を読

むように求めると,彼がその地点を知っているので

なげれば,彼はそれを読むことができたい.普通,

これらの名前は,日本語式にも中国語式にも読むこ

とができるのであって,どちらの字訳カミ用いられて

いるかは,常に不明たのである.

山の中で仕事をしている調査員が,山や土地の名

前を,その土地の人から教えてもらうとき,それを

中国語で記録するために,必要な文字を尋ねるに違

いない.

しかし,おそらく彼らは知らないであろう.そう

すると,彼はそれを書くことができない.そして,

rどうしようもたい』という意味の慣用句であるr仕

方がない』を眩きだから,それを全く放棄してしま

うかもしれない.

中国人と教育を受けた日本人とは,会話によって

ではなく,筆談によって考えを交換することができ

る.ところで,思考を伝達するための一般的手段と

して中国語を利用することは,ある面で利益になる

こともある.一千年もの問実用されて来たところ

の,この,いわほ頭脳と中国文字との接木は,記憶

能力を驚くほど発達させるのに役立って来た.これ

によって,日本人学生が初級学習の分野で普通に見

せる頭のよさを説明することができるであろう.

･･｣

ここに述べられているナウマン博士の意見につい

ては,さまざまに評価することができるであろう.

げれども,それは別として,博士の日本語について

の知識が相当なものであることが,この文から例え

るであろう.

ナウマン博士の才ペラ作品この作品については,

その表紙の部分を本稿の第一回(地質ニュｰス,

446号,53ぺ一ジ,1991年10月)に簡単に紹介して

おいた.その全訳を西本由美子夫人に依頼しておい

たところ,最近になって訳稿が送られてきた.夫人

はさらに推敲を重ねたい意向であるから,訳文を引

1992年7月号

用したり内容を詳しく紹介したりすることは遠慮し

なげればたらないが,これをナウマン博士の日本語

能力の指標という観点から見ると,次のような点が

注目に値する.

先に紹介したように,この劇の登場人物として,

原作にはないイネかくや姫の友達やその婚

約者のカメマツ,あるいは巡礼の長などが出て来る

カミ,これらはもちろん脇役である.次に準主役とも

言うべき求婚者の数は,原作の5人より少ない3

人になっていて,彼らの名前も原作とは異なってい

る.しかし,かぐや姫が求婚者に与えた難題はr火

ねずみの皮衣｣,｢宝石の花の咲く木の枝｣,ならび

にr竜退治｣原作では竜の頸にある玉一であ

って,原作とほとんど同じである.

他方,原作では竹とりの翁の住所は明示されてい

ないげれども,全体の様子や物語成立の時期から見

て,奈良県あたりと推測される.ところが,このオ

ペラではr富士山の見える｣所と明確に指定されて

いる.この設定は,一見いかにも西洋人好みの不自

然なもののように見えるが,これが終幕において意

外な効果をもってくる.そういう観点から原作を読

みかえして見ると,まさに最後の所で富士山カミ現れ

る.その富士山から立ちのぼる煙は,この物語の締

め括りとなっていて,国文学の専門家にとっては,

それがまた物語成立の時期を判断する一根拠ともな

っているらしい.ところが,大島三原山の噴火を

150ヤｰドの至近距離から観察した経験をもつ地質

家ナウマン博士(山下,1990)は,これを一大噴火

として描き,まさに劇的な終幕に相応しい背景とし

て活用している.

博士の作品のこのようた内容からみると,博士は

r竹取物語｣を充分深くかつ正確に理解していたと

判断される.そしてもう一つ大事たことは,博士が

この作品を書いたのが1901年であった,というこ

とである.すなわち,それは博士が日本を離れてか

ら15年後のことであり,そのとき彼は既にミュン

ヘンを去ってフランクフルトに移り住み,鉱山会社

に勤めていた.だから,断定することはできたいに

しても,おそらくr竹取物語｣の原作を読んで内容

を解説してくれる人が傍にいたとは考えられたい.

もっとも,r竹取物語｣の内容を日本滞在中に聞

き知っていた,ということも充分あり得ることであ

る.しかし,そうだとしても,原作の重要な点をあ�
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れほどうまく作品に生かすことができた,というこ

とは,オペラを書くに当たって,もう一度,あるい

は二度･三度,原作を読み直してみたに違いたい,

と推定する根拠となる.

というわけで,上に紹介した三つの事柄を根拠と

して,ナウマン博士は日本語について相当な力をも

っていた,と判断される.

ナウマン博士の家庭の問題

横山教授の思わせぶりな文章前にちょっと紹介し

た文章の中に,横山教授はr〔ナウマン博士が〕日

本にみた際,当時まだ年若であった細君を呼び寄せ

ると,その細君は忽ち離縁の因を作った.…｣と書

き,また別のところには,r御大将〔ナウマン博士

を指す〕のお家騒動｣とも書いている.この文章は,

一人の人間の,おそらくあまり知られたくたい私生

活に関する事柄を印刷公表している点で,低級ジャ

ｰナリズムの``暴露記事"と違いがない.しかも,

具体的た根拠を示さたいで,“ほのめかして''いる

のであるから,無責任というか,ずるい書き方であ

る.

私の意見では,この文の中で横山教授が紹介,あ

るいは主張している事柄の主要た問題にとって,こ

の二つはまったく書く必要のないことであった.そ

れだのに,こういう書き方をしたことは,横山教授

自身の品性の下劣さを表している,としかいいよう

がない.

とはいっても,事柄はすでに公表されてしまって･

いる.かりに,横山教授自身が生き返ってこれを取

り消したとしても,一且印刷公表された文章は消え

去るものではない.これについては,より客観的な

デｰタを求めて,さらに調査を予定しているので,

報告はその調査の完了後にしたい.

ナウマン博士の妾?もう一つ気になる問題に｢ナ

ウマン博士の妾｣という言葉がある.岡田陽一氏

(1955)の文の中にこの語が出て来る.明治10年

〔1877年〕11月14目～12月9目,ナウマン博士の地

質実習旅行に9名の学生が参加した.この旅行の

途中から一頭の犬がついてきた.

r…いたずらの学生ともはこの犬にナウマンの妾

の名前くめとつげてとうとう東京まで連れて帰って

来て寮内に飼って置いたということだった.…｣

これは岡田氏が父君から聞いた話である.これを

信用すれば,ナウマン博士には妾がいたことになる.

1877年11～12月のことだというから,博士が日本

に来て2年あまり,23歳のときである.

げれども,この学生たちはrいたずら｣者たちで

あったらしい.学生たちが,いたずら半分にひどい

あだ名をつけたり,いい加減なうわさ話をしたりす

るのは,昔も今も同じであろう.そういう類の話

を,当時採鉱冶金の学生であった岡田一三氏が,後

年にたって,子息の陽一氏に,どのような状況で,

どのような態度で話したか,それは不明であるが,

まさか大真面目な態度でrナウマン博士には間違い

たくくめという妾があって,その証拠はかくかくで

ある｣などと語ったわげではあるまい.

そういうことを考慮すると,この場合も,岡田氏

が人の人物評価にかかわる事柄を,証拠を示すこと

なく文章にして公表したのは軽率というほかない.

当時ナウマン博士と最も身近にあったベルツ教授

が,独身仲間として3年あまり親しく交際した後

で,｢かれはネットｰやバイルと共に,自分の一番

親しい友人仲間だった.…自分は,人格のすぐれた

点で,かれを大いに尊敬していた｣と書いているこ

とに照らしても,私の気持ちは｢信じがたい｣の一

語につきる.

しかし,そうはいっても,これもまた公表されて

しまった文章である.かつ問題は,絶対にあり得た

い,と断定できるような種類のものでもない.この

問題については,どのようた調査をすればよいの

か,今の私には見当もつかたい.

ナウマン博士の気持ちは?

ナウマン博士の人問像について,これまで公表さ

れている文章を見たかぎりでは,あまり評判がよく

ない.げれども,それらの文章をていねいに読んで

みると,その多くは明確な根拠を示していない1あ

るいはまた,判断の材料が偏っていたり,何か偏見

に囚われていたりするように見える.

森鴎外の襖悩は被害妄想ではないか?先に紹介し

たように,鴎外は1886年3月6目のドレスデンに

おけるナウマン博士の講演を聞いて,その目の日記

にr北人久しく日本に在りて,旭日章を偲びて郷に

帰りしが,何故にか頗る不平の色あり｣と書いてい

る一ところで,｢頗る不平の色あり｣と鴎外が判断

した具体的根拠は何であったか?

前後の様子からみると,鴎外とナウマン博士が顔

をあわせたのはこの時が最初であったと考えられ

地質ニュｰス455号�
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る.だから,鴎外が個人的にナウマン博士から不平

の言葉を聞いたとは考えられたい.また,この｢式

場演説｣の中で,博士がr私は日本に不満がある｣

などと公言したわげもないであろう.だとすると,

つまるところ,ナウマン博士の講演の内容や態度か

ら,鴎外は,ナウマン博士が日本に対して不満をも

っているに違いない,と推測した,ということにな

る.

ところが,その同じ講演を聞いたドイツ人口オト

は鴎外の顔色を見て,r君は不平のように見える.

何故なのか.私がみるところでは,ナウマンの論は

大いに日本の将来の開化を願う気持ちがある一すこ

ぶる妥当なもののように見える｣と感じていたので

ある.

また横山教授(前掲の文)は,ナウマン博士の主張

教授はナウマン博士の講演を直接に聞いたわげ

ではないがについて｢だが余は一命之を記憶し

てゐない.みたいのは,先生が唯我が国の事を赤裸

刈こ;少しも遠慮たしに言ったまでで,余を悔しが

らせる程の嘘を吐いていないからである｣とも書い

ている.その他,小堀桂一郎氏の詳細な検討におい

ても,ナウマン博士の日本紹介はおおむね真実を述

べたものと判定されている.

そうしてみると,鴎外の慎悩というのは,むしろ

彼の被害妄想であったといった方がよい､

上野益三博士の推測は当たっているか?同じ問題

について,上野博士(1968)は,rr何故にか頗る不

平の色あり』と森が目敏く見てとったのはた笹だろ

うか.ナウマンは後しばらくミュンヘン大学の助教

授〔正しくは私講師〕にたったが,自己の学問に対す

る自尊心が,それでは不満であったのであろうか.｣

と書いている.

ところが,この問題が起こったのは1886年3月

のことであり,r普通新聞｣での論争を含めて考え

ても1887年2月までのことである.そして,この

頃,ナウマン博士はハビリタチオン(大学教員資格)

を取得する過程にあったのであって,それを獲得

し,私講師に採用されたのがようやく1887年3月

末のことであった.ドイツの大学では教員にたるの

にパピリタチオンが必要であることは,ナウマン博

士にとって自明のことなのだから,それが実現する

前から``助教授''という地位に不満であったという

のは筋が通らない.

1992年7月号

さらにまた,上野博士はr彼の自信の強さは,多

くの反対論にもかかわらず,一八九三年発表のr日

本の地質と地理への新寄与』や,前にあげたフラン

クフルトでの講演でも,げっして自説をまげていな

いのでもわかる.しかし,ナウマンが論題を提供し

て論議を呼び起こしたからこそ,日本の地質学は進

歩が促されたのだとの言い方もできるわげである.｣

とも書いている.

これは,｢ナウマンの説は間違っていた.反対論

者の説の方が正しかった.それにもかかわらず,ナ

ウマンは自分の間違いを認めず,自説を押し通し

た｣と上野博士が判断したことを表している.とこ

ろが,これは甚だ勝手な解釈である一この問題につ

いては,ナウマン博士やいわゆる反対論者,特に原

田豊吉博士の論文を,かなり詳しく紹介しなげれほ

納得のいく説明は不可能である.だから,別の機会

ナウマンの地質構造研究という論文を地質学雑

誌に投稿している一にゆずるほかたいが,結論を

簡単にいうと原田博士の論文の方がおかしいのであ

る.そのうえ原田博士の書き方は甚だずるい一そう

いうことをきちんと確かめないで,見当違いの判定

を下した点では,上野博士の態度もまた軽率という

をまカ､たし･.

勲章の問題そのような見当違いの推測記事が多い

のに対して,ここに一つ,確かな資料に基づいてい

て,なるほどと納得できる調査報告がある.すなわ

ち佐藤博之氏が発掘した資料に基づき,池守清吉氏

(1885)がまとめた報告書である.それは,未知で

あった資料の発掘,その資料についての吟味,その

上での納得できる解釈,そして資料そのものの図版

による紹介,とたっていて,科学史研究の立場から

みれば実に立派な研究論文である.残念ながら,こ

れは簡易印刷による私的出版物であるから,一般的

には見ることのできたいものである.そこで,たと

えば本誌のような公刊の雑誌に改めて印刷公表され

ることを期待しながら,ここには最初の部分だけを

紹介する.

｢明治8(1875)年8月17目に来日し,明治18

(1885)年の帰国まで,文部省金石取調所勤務,東

京開成学校教授,東京大学教授,内務省雇,農商務

省雇としてわが国の地質学,地質調査事業に顕著な

功績があったハインリヒ･エドモンド･ナウマン博

士は,その帰国にあたり,熟五等に叙せられ,双光�
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山下界

旭日章を授与された.

これは博士の満期解傭帰国に先立って農商務卿松

方正義が行った叙勲上申によるものであった.

ところが,この叙勲から約1年後の明治19

(1886)年6月,外務大臣井上馨が博士の叙勲進級

を上奏し,翌月,博士は隷四等に叙せられ,旭日小

授章を授与されたのである.叙勲関係の文書による

と,その経緯は次のとおりである.〔中略〕

この叙勲進級は,博士と同じく東京大学奉職の同

国人ネットが叙せられた熟四等との均衡を重視する

という見地から行われたものであるが,この上奏が

博士とかかわりの深い農商務大臣や文部大臣による

ものではなく,外務大臣であるのはどうしたことな

のであろうか.｣

役所というものの仕事ぶりを多少とも知っている

人からみれば,これがどんなに奇妙なことであるか

即座に理解できるに違いない.この論文の残りの部

分を紹介することは遠慮するが,要するに農商務省

の単純なミスということで処理されたもののようで

ある.しかし,役所といっても,それを動かすのは

人である.この種の問題処理に,役所がそんたうっ

かりミスをおかしたなどとは,誰も信じないであろ

う.すなわち,故意というカ㍉むしろ誰かの悪意を

感じるのは,私だげではあるまい.

ナウマン博士の感情この勲章事件に現れているよ

うだ非礼きわまる処遇は,ナウマン博士にとっては

きわめて不愉庚なことであったに違いない.それを

考えると,横山博士がr先生が我が国を去る時に

は,不平がその胸中に充ち満ちてゐた｣と推測した

のも,まるで見当違いということではたいであろ

う.

げれども,ナウマン博士自身は,文章のうえで感

情をあらわにすることは滅多になかった.私が読み

あさった中で,次の文章は,博士が自分の感情を率

直に書き表した珍しい例である.すたわち,1886

年のドレスデンにおける第六回ドイツ地理学者大会

における講演の最後に,次のように述べている.

｢昨年七月,帰国の途次,四国の海岸を通ったと

き,ちょうど太陽が沈んで行くのに出会った.紅く

映える夕焼けの空のもと,かつて自分がハンマｰと

コンパスと野帳を手にして歩き回った山カが黒くた

たずんでいた.かの山列こも,また島々にも,なお

多くの秘密が解明されるのを待っている州こ…,そ

してまた,短い年月ながら苦労にみちた仕事であっ

たその成果は,つまるところささやかたものに過ぎ

たかったのか!…,と,私の心は沈んでいくのであ

った.

次の朝,九州の一角が長く海に突き出ている上

に,朝目が輝いているのを見た.それから船は海流

に乗り,多様な形をした海岸は急速に海の彼方に沈

んでいった.

こうして私は,この美しい土地に悲しい別れを告

げたのであった.しかし他方では,故郷へ帰る嬉し

い期待をも抱いていた.｣

ナウマン博士が地質調査所を解傭となったのは

1885年6月30日,故国へ向かってフランスの汽船

yo1ga号で横浜を発ったのが7月12目であった.

それは1875年8月17目に日本に到着してからお

よそ1O年,細かくいうと9年と11ヵ月後のことで,

そのとき博士は30歳と1Oカ月であった.博士号を

獲得し,大学を卒業した満20歳から満30歳にいた

るまで,社会人となって最も気力横溢していたに違

いない1O年間を,ナウマン博士は日本の地質調査

事業の基礎を構築するため,そしてまた,そのため

の指導原理確立を目指して日本の地質構造研究に捧

げたのであった.私がここに敢えて｢そのための指

導原理確立を目指して｣と書いた理由については,

別の機会に詳論するつもりである.

日本の地質学界はまだ博士を追悼していない

ナウマン博士は1927年2月1目に亡くなった.

これに関する日本の地質学界の反応は次のとおりで

あった.東大地質の学生と卒業生たちによって創設

され,その後日本の地質学界を代表する学会となっ

た東京地質学会(現在の日本地質学会)のr地質学雑

誌｣は,1年後の1928年2月号(35巻,413号)の末

尾の内外消息欄の,そのまた末尾の2行で次のよう

に報告した.

近着の報導によれば日本の地質学の恩人にて元

東京大学に教師たりしナウマン氏が死去された

りと.

また,実質的にはナウマン博士によって創案,創

設,確立された地質調査所と縁の深い東京地学協会

の｢地学雑誌｣は,その雑報欄に,｢エドムント･

ナウマン博士の言ト報｣という2ぺ一ジの記事を掲

載した.しかし,それは博士の没後3年たった

1930年3月(42年,493号)のことであった.その報

地質ニュｰス455号�
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苦は,遅延の事1青を次のように説明している.

r日本の地質学の鼻祖とも云ふべきエドムント･

ナウマン博士は昭和二年二月一日フランクフルト

アム･マインで逝去された.当時,外紙に博士

の言卜報を蔵するものがあったが虚偽を確かむるに出

たく,照間会合など荏再合目に及び,稿機を逸した

感がないでもないが,今改めて独逸から博士の履歴

業績の一斑と共に悲報の誤りたらざる旨知らして来

たので胸こ博士の言卜報を掲載する次第である.…｣

いずれも,報道としての第三者的な文章である.

後者においては博士の論文目録と簡単な経歴や趣味

の紹介が加えられているが,つまるところ,“言ト報''

という報道の文章であって,追悼文ではない.

すたわち,日本の地質学界を代表する二つの雑誌

は,博士の死をニュｰスとして伝えただげであっ

た.

とにかく,日本の地質学界は,今日まで,ナウマ

ン博士の死を悼むということを行っていない.(完)
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